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１２月予定表 

日 月 火 水 木 金 土 

 １ 
健康麻雀 

２ 

もちつき交流会 
 

ブーカス号 
15：10～16：00 

３ 

 

４ 
元気アップ教室 

 

５ 
にこにこ運動教室 

 

 

６ 
まち協本部役員会 

ももの会 

７ 
 

８ 
自治会長会 

健康麻雀 

９ 

さつき会 

１０ 
むつごろうｶｰﾄﾞ会 

 

１１ 
元気アップ教室 

大詫間小 PTA 

１２ 
にこにこ運動教室 

三星クラブ 

ブーカス号 
14：00～14：50 

１３ 
GB 愛好会 

つばき会 

１４ 
ときわ会 

１５ 
健康麻雀 

大詫間食改協 

１６ 

１７ 

【休館日】 
 

１８ 
ＧＧ役員会 

元気アップ教室 

「寄せ植え教室」 

１９ 
にこにこ運動教室 

 

２０ 

ゆりの会 

２１ 
 

２２ 
健康麻雀 

２３ 
 

２４ 
 

２５ 
元気アップ教室 
 

２６ 
にこにこ運動教室 
 

２７ 
つばき会 

 

２８ 

 

２９ 

【休館日】 

 

３０ 

【休館日】 

 ３１ 

【休館日】 

 

※予定は変更・中止する場合があります 

 園芸の基礎を学び、講師にアドバイスを受けなが

らそれぞれに持ち帰りができる寄せ植えの鉢を完

成させます。シクラメンや葉牡丹などを組み合わせ

て年末年始にぴったりの鉢を作ってみませんか？ 

 

※年末年始の休館日は 

令和５年 12 月 29 日から令和６年 1 月３日

までになります 
※イルミネーションは休館日の間も休まず点灯します。 

  

日 時  １２月１８日（月） １０：００～1１：３0 

場 所  大詫間公民館 大会議室 

講 師  中川 達也 先生（緑のカウンセラー） 

定 員  ２０名程度 
参加費  １，０００円（鉢持参の方は１苗追加します） 

申込み  １２月１４日(木)までにお申込下さい 
申込先  ４５－４４８０（8：30～22：00） 

お知らせ 忘れものについて 

 公民館の忘れ物を事務室で保管しています。 

令和５年１２月２８日までに持ち主が見つからない

場合は公民館で処分させていただきますのでご

了承ください。 

年末年始の 

寄せ植え教室 
今年も公民館はライトアップをします。イルミネ

ーションを見ると心が温まります。館内にはクリ

スマスの飾りもしていますので合わせて見てく

ださいね。 

 

 期間 １２月４日（月）～令和６年１月８日（月・祝） 

   点灯時間は 1７時～２２時ごろの予定です 

大詫間イルミネーション 

２０２３ 

公民館だより１２月号 
大詫間の人口（令和５年１０月末現在） 
1,4４１人  男 7１１人 女 7３０人 53５世帯 

〒840-2211 
佐賀市川副町大字大詫間 560 番地 1 
電話・FAX  0952-45-4480 
Email koodakuma@city.saga.lg.jp 
 

発 行 /大 詫 間 公 民 館  



 

 公民館主催・共催事業と地域行事等のご報告 

今年度２回目の「振休教室」を開催しました。この

事業は、小学校の振替休日に異年齢で体験活動を

行う目的で行っています。 

今回はまち協子ども育成部会と共催し、山口正彦

先生の指導で万華鏡づくりに挑戦しました。 

細かい作業が多いので難しい箇所もありました

が、子ども達は真剣に取り組んで完成させ、お互い

見せ合って楽しんでいました。 

 万華鏡づくり 

 今年度も全３回のスマホ講座を開催しました。

初心者を対象にしたスマートフォンの基本的な操

作を学ぶ内容です。電話のかけ方や写真の撮り方

の他、インターネットで地図や動画を検索する方

法など、日常で使う操作を中心に学びました。佐

賀市スーパーアプリもインストールし、「ゴミの日

の通知が便利」「佐賀市の色々な情報やお知らせ

が一度に見られるのが良い」と好評でした。 

 スマホ教室 

 まち協健康福祉部会と公民館が共催し、地域住民

が健康意識を高めることで充実した生活を送るこ

とを目的に昨年度から開催している講座です。今

年度も明治安田生命にご協力いただき、「睡眠」と

「健康」をテーマに良い睡眠をとるためのポイント

について学びました。 「寝るときには靴下を履か

ない」「なるべく暗い部屋で寝る」など、すぐにでも

実践できる内容ばかりで大変好評でした。 

 健康講座 

 今年は雨で浮立が中止となったため、大小フェス

タ終了後に子ども浮立を披露する場を設けていた

だきました。 

 浮立保存会の皆さんにご協力いただき、太鼓や

笛、鉦の音に合わせて衣装を身に付けた子ども達

が小太鼓を鳴らしながら会場を回りました。 

 子ども達の見事な浮立に、会場は大いに盛り上

がりました。 

子ども浮立 

   

  

   

   

１１月７日（火）１０時から、大詫間校区社会福祉協議

会による「大詫間校区ふれあい会食会」が開催されま

した。  

今回は大詫間校区にお住まいの７５歳以上の方を

対象に呼び掛けたところ、３０名を超える方にご参加

いただき、よりにぎやかな会になりました。 

星山先生の音楽レクレーションで体を動かしながら

楽しんだ後は、みんなでおいしい昼食を食べながら

楽しいひと時を過ごしました。 

 ふれあい会食会  主催：大詫間校区社会福祉協議会 

 

振休教室 

１１月６日（月） 
１１月１３日・ 

２０日・２７日 

１１月５日（日） 
大詫間小学校体育館 

１１月１５日・２２日（水） 

全２回 



 

 
私と大詫間 第３４回 

古稀を過ぎ、自分の体力維持のため、ウォーキングをして、又脳の 

老化防止になればとの思いで脳活トレ本などを楽しんでいます。 

子どもの頃を思い浮かべると、遊びの場は松枝神社が主流で、 

ボール遊びやかくれんぼ等でした。夏場は近くの堀で泳ぎ、前後の区別 

が出来ないくらい真っ黒に日焼けして遊んでいました。農繁期には一人 

の稼ぎ手として農作業手伝いをし、休憩時に出された「かき氷」を食べ、 

頭にキーンと来て冷たくおいしかった事がなつかしく思いだされます。 

松枝神社の秋祭りでは、近年はほとんど見ることができない露店が前日から所狭しと沢山並んでい

て、それはそれはとても賑やかでした。お祭り当日は、どの露店も客でいっぱいで人をかき分け目当ての

品を買った時は一段と嬉しかったものです。 

高校卒業後は、地元企業に入社することができ、４７年間勤続後つい最近退職したような気がします

が、あっという間に数年が過ぎてしまいました。ここ数年は生産組合、土地改良区、自治会長、まちづくり

協議会、交通安全指導員など休む間もなく地区の役員を務めることになりました。忙しい日々ではありま

したが、大詫間の遺跡や石仏等の歴史など、改めて『ふるさと大詫間』を知ることが出来たとつくづく感

じています。 

お忙しい中、公民館はじめ大詫間各団体関係者の多くの皆さんが『大詫間』を盛り上げていただいてい

る事に感謝致します。 

 １０月２９日（日）に「大詫間ハロウィン」を開催しました。今回で３回目になります。 

 衣装づくりをする人は公民館に早めに集まって衣装を手作りしました。子ども達は自分で考えて工夫しながら

友達と協力して立派に完成させました。 

 この日は天気に恵まれ、爽やかな秋空の中を小さな子どもから高齢の方まで、にぎやかな仮装行列が大詫間

のまち中を練り歩きました。外に出てきて手を振ってくれたり、子ども達にお菓子のプレゼントをしてくれたりと

ハロウィン行列を歓迎してくれた地域の皆様、ありがとうございました。 

 大詫間を楽しく歩いた後はお菓子のプレゼントがありました。今年も地域の大人も子どもも一緒になって仲良

くハロウィンを楽しみました。 

 大詫間ハロウィン 

  

主催  

大詫間まちづくり協議会・大詫間小学校 PTA・大詫間公民館 

１2 月 4 日～12 月 10 日は人権週間です 
 

昭和２３年（１９４８年）１２月１０日、国際連合第３回総会において、「世界人権宣言」が採択されました。 

日本では毎年 12 月 4 日から 10 日までの 1 週間を「人権週間」と定めています。 

この人権週間をきっかけに人権について考えてみませんか？ 

第３４回目は… 

下村 三千男 さん 
（1 区） 

地域の方から大詫間への想いや
小さい頃の思い出などをお寄せ
いただく『私と大詫間』シリー
ズです。 



 

タクシーやバスの車内で目にしていた運転手さんの名前や顔写真を見かけなくなりました。車

内に名前を掲示するのは国からの義務付けでしたが、近年、乗客が運転手さんの顔写真入りの

名札を携帯電話で撮影して、勝手にネット上に掲載するなど、問題となる事案が発生しており、

安心して働ける職場環境を整えるためにも、その義務が廃止になったようです。乗客とのトラブ

ルで運転手個人の情報が悪用されることを防ぐ当然の措置かと思います。▶小学校、中学校で

は、個人情報の流出や不審者による犯罪から身を守るため、登下校時は名札を裏返しにする

か、着けないことになっています。我々の頃は、名札は衣服に縫い付けてあって、名札を着ける

のは当たり前、名札を着けていないと先生から怒られました。名札は先生が生徒を把握しやす

く、登下校中に事故や災害に遭遇した時、本人を特定できるなど利点がある一方、名札を着けて

いることで知らない人から声をかけられたり、犯罪に巻き込まれたりする恐れがあります。▶本

来なら、登下校も名札を着けて知っている大人を増やし、その大人が子どもたちを見守るとい

う形が理想ですが、今の時代、そうはいかないようです。▶ちなみに最近では防犯上から家に表

札を掲げるのをためらう人もいるそうです。昔は表札に世帯全員の名前が記載されていました

が、今では考えられないことです。昔の常識は今の非常識、今みたいに便利ではありませんでし

たが、みんなが助け合い支え合い、子どもたちが伸び伸び育てられていた、のどかでおおらかな

時代が懐かしく思い出されます。▶軽い頭痛と喉の痛み、少し熱っぽかったので病院に行ったら

コロナと判明。その日は奇しくも誕生日、この歳になっていまさらハッピバースデイとはいいま

せんが、それでもよりによってでした。▶これから寒くなり、温かい日差しが恋しくなります。どう

ぞ、ご自愛ください。▶今年１年間ありがとうございました。良いお年をお迎えください。 

 校区の行事やまちづくり協議会の活動、公民館講座の案内や報告など、楽しい

地域の情報をお届けしています。写真も盛りだくさんの楽しいサイトです。ぜひチ

ェックしてみてくださいね！ 

 佐賀市のウェブサイト「つながる大詫間」 
「つながる大詫間」

の QR コードは 

こちら➡ 

 １１月１１日（日）９時３０分から南川副公民館で第４３回川

副町少年の主張大会が開催され、たくさんの方が子ども達

の思いを聞くために来場されました。 

 大詫間校区からは大詫間小学校６年生の２名が出場し、 

それぞれの思いをしっかりとした言葉で発表しました。 

 第４３回川副町少年の主張大会 

  

☆困ったら なやまずみんなに 相談だ 

大詫間小６年 静山 滉隆 

☆だいじょうぶ どんなときでも はなしてね 

大詫間小５年 古賀 敦史 

 

令和５年度 青少年健全育成に関する標語 川副校区入賞作品 

  大詫間小６年 内田 朱音 さん      大詫間小６年 静山 滉隆 さん 

 １１月１５日（土）まちづくり協議会子ども育成

部会の主催で交流バス研修が開催されました。 

 大詫間小学校の４年生から６年生の児童と地

域の大人が交流しながら筑後川発見館「くるめ

ウス」で筑後川の勉強をしたり、大刀洗平和記念

館で平和について学びました。その後、みんなで

柿狩りを楽しみ、交流を深めました。 

発見・体験・ちくご川の旅 

  

  

館長コラム 


